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オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
で
の
農
業
経
営
体

数
は
、高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り

年
間
一
〇
〇
先
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
減

少
し
て
い
る
の
に
対
し
、新
規
参
入
者
は

年
間
約
五
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

離
農
跡
の
農
地
を
既
存
の
農
家
に
よ

る
規
模
拡
大
で
吸
収
で
き
た
と
し
て
も
、

こ
れ
以
上
農
家
数
が
減
っ
て
し
ま
う
と

地
域
が
持
た
な
い
と
い
っ
た
声
も
聞
か

れ
る
。

　

そ
こ
で
、オ
ホ
ー
ツ
ク
の
地
で
三
〇
年

に
わ
た
っ
て「
実
学
主
義
」を
実
践
し
て

き
て
地
域
の
農
業
に
対
す
る
深
い
知
見

を
持
つ
東
京
農
業
大
学
と
連
携
し
、オ

ホ
ー
ツ
ク
で
の
新
規
参
入
の
可
能
性
や

課
題
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。

　

調
査
は
、新
規
参
入
の
経
験
者
や
支

援
農
家
、調
査
の
要
望
の
あ
っ
た
市
町
村

や
農
協
な
ど
の
支
援
組
織
を
合
計
三
三

先
を
訪
問
し
た
。

　

結
果
の
詳
細
は
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『
オ

ホ
ー
ツ
ク
で
新
規
就
農
を
目
指
す
若
者

た
ち
へ
』に
ま
と
め
た
。こ
の
冊
子
を
手

に
取
っ
た
学
生
の
人
た
ち
な
ど
が
、自
分

の
将
来
を
見
据
え
る
に
当
た
り
オ
ホ
ー

ツ
ク
で
の
就
農
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
、ま
た
関
係
機
関

の
方
々
に
も
、今
後
新
規
参
入
者
を
地

域
で
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

（
日
本
公
庫
　
北
見
支
店
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
の
担
い
手
と

新
規
就
農
の
動
向
調
査
結
果

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
の
現
状

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
は
、土
地
条
件

に
よ
り
、多
様
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る（
図
1
）。斜
網
農
業
地
域
、北
見

農
業
地
域
で
は
、ジ
ャ
ガ
イ
モ・麦
類・テ

ン
サ
イ
と
い
っ
た
畑
作
農
業
が
中
心
だ

が
、水
稲
作
、タ
マ
ネ
ギ
を
中
心
と
す
る

野
菜
作
な
ど
土
地
利
用
型
の
大
規
模
農

業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。一
方
、東
紋

オホーツク農業の
担い手と

新規就農の動向
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●

農
業
地
域
・
西
紋
農
業
地
域
で
は
、酪
農

経
営
や
肉
用
牛
経
営
が
目
立
つ
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
、北
海
道
で
展

開
す
る
畑
作
・
水
稲
作
・
酪
農
・
肉
用
牛

の
い
ず
れ
も
が
あ
り
、北
海
道
農
業
の

縮
図
と
も
言
え
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
農
業
地
域
で
あ
る
。

　
高
い
組
織
経
営
体
の
増
加
率

　

農
業
は
こ
れ
ま
で
農
家
、す
な
わ
ち

家
族
経
営
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。

一
方
、複
数
の
農
家
が
農
業
生
産
法
人

な
ど
会
社
形
態
に
よ
っ
て
組
織
的
に
農

業
を
営
む
の
が
組
織
経
営
体
で
あ
る
。

　

農
業
の
担
い
手
は
、こ
う
し
た
家
族

経
営
と
農
業
生
産
法
人
な
ど
の
組
織
経

図1　多様な農業が展開されるオホーツク地域
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営
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

表
1
に
北
海
道
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
家
族
経
営
体
と
組
織
経
営
体
の
動

向
を
示
し
た
。家
族
経
営
体
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。し
か
し
、組
織
経
営
体
や
法

人
経
営
は
、増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
全
体
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
を
比

較
す
る
と
、オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
方
が

組
織
経
営
体
や
法
人
経
営
の
増
加
率
が

高
い
。

　
多
様
な
経
営
体
が
分
布

　

畑
作
農
業
か
ら
酪
農
・
畜
産
経
営
ま

で
多
様
な
農
業
経
営
を
展
開
す
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
は
離
農
と
そ
の
跡
地

の
集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
が
進
み
、農

5ha
未満

5ha以上
10ha未満

10ha以上
20ha未満

20ha以上
30ha未満

30ha以上
50ha未満

50ha以上
100ha未満

100ha
以上

北海道 23.0 13.2 20.1 13.7 15.5 11.6 2.9
オホーツク地域 8.0 4.6 16.7 25.5 29.7 12.5 2.9
斜網農業地域 6.0 2.9 13.4 28.9 38.4 9.2 1.2
網走市 6.5 1.6 4.6 28.7 48.0 8.4 2.2
大空町 5.8 1.6 20.7 32.8 30.1 7.6 1.3
美幌町 9.9 6.7 25.1 28.5 25.8 3.7 0.2
津別町 9.7 4.2 20.6 26.7 20.6 15.2 3.0
斜里町 4.1 2.6 3.4 20.5 52.6 15.7 1.1
清里町 0.4 0.9 1.3 18.7 62.2 15.6 0.9
小清水町 4.1 2.7 12.1 39.1 35.2 6.2 0.6
北見農業地域 10.6 7.7 25.9 28.8 19.7 6.8 0.5
北見市 13.7 6.8 21.2 30.5 20.8 6.5 0.4
訓子府町 4.5 11.2 44.7 26.2 11.2 1.6 0.6
置戸町 3.3 5.0 11.7 23.3 33.3 22.5 0.8
東紋農業地域 10.3 4.7 16.2 17.0 28.2 20.0 3.7
佐呂間町 7.7 4.5 14.1 15.4 33.3 22.4 2.6
遠軽町 18.9 6.8 7.6 12.9 17.4 29.5 6.8
涌別町 7.7 3.8 21.3 19.9 30.3 14.3 2.8
西紋農業地域 6.7 3.1 4.2 6.1 16.5 42.2 21.2
紋別市 8.5 3.4 5.1 7.7 23.1 39.3 12.8
滝上町 13.2 5.9 8.8 8.8 19.1 33.8 10.3
興部町 3.5 2.3 3.5 7.0 14.0 48.8 20.9
西興部町 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 55.6 22.2
雄武町 0.0 1.3 0.0 1.3 9.0 44.9 43.6

資料：農林水産省「農業センサス」

資料：農林水産省「農業センサス」2015年

北海道 オホーツク地域

農業
経営体

家族
経営体

組織
経営体

法人
経営

法人
経営外

総農家
農業
経営体

家族
経営体

組織
経営体

法人
経営

法人
経営外

総農家
うち
販売農家

うち
販売農家

2005年 54,616 52,435 2,181 2,681 51,935 59,108 51,990 5,847 5,642 205 340 5,507 5,960 5,619

2010年 46,549 44,298 2,251 3,034 42,515 51,203 44,050 5,057 4,831 226 389 4,668 5,276 4,924

2015年 40,714 38,198 2,516 3,576 37,138 44,433 38,086 4,573 4,312 261 570 4,003 4,641 4,306

業
経
営
体
の
平
均
的
な
経
営
耕
地
規
模

は
三
四
㌶
と
な
っ
て
い
る
。北
海
道
の

平
均
は
二
六
・
五
㌶
だ
か
ら
、オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
は
北
海
道
全
体
の
平
均
と
比
べ

大
規
模
な
農
業
経
営
が
多
い
こ
と
が
分

か
る
。

　

表
2
は
農
業
経
営
体
を
経
営
耕
地
規

模
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。五
㌶
未
満

や
一
〇
㌶
と
い
っ
た
小
規
模
な
農
業
経

営
や
一
〇
〇
㌶
以
上
の
超
大
規
模
経
営

ま
で
、幅
広
い
農
業
経
営
体
が
分
布
し
て

い
る
。

　

畑
作
三
品（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、麦
類
、テ

ン
サ
イ
）な
ど
が
中
心
の
斜
網
農
業
地

域
は
、三
〇
㌶
以
上
五
〇
㌶
未
満
に
三

八
・
四
％
の
経
営
体
が
集
中
し
て
い
る
。

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
野
菜
作
が
多
い
北
見
農

業
地
域
は
一
〇
㌶
以
上
三
〇
㌶
未
満
に

経
営
体
が
集
中
し
て
い
る
。酪
農
経
営

が
盛
ん
な
西
紋
農
業
地
域
は
五
〇
㌶
以

上
一
〇
〇
㌶
未
満
に
経
営
体
の
四
二
・

二
％
と
集
中
し
て
い
る
。東
紋
農
業
地

域
は
三
〇
㌶
以
上
一
〇
〇
㌶
未
満
に

経
営
体
が
集
中
し
て
い
る
。

　
同
居
後
継
者
の
い
る
割
合

　

図
2
に
、家
族
経
営
を
中
心
と
す
る

販
売
農
家
の
後
継
者
の
有
無
を
割
合
で

示
し
た
。北
海
道
全
体
は
同
居
後
継
者

が
い
る
割
合
が
二
一
・
四
％
、後
継
者
が

い
な
い
割
合
が
七
〇
・
九
％
に
も
達
し

て
い
る
。一
方
、オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
同

居
後
継
者
が
い
る
割
合
が
二
七
・
三
％
、

後
継
者
が
い
な
い
割
合
が
六
六
・
三
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
全
体
の
平
均
よ
り
、同
居
後

継
者
の
い
る
割
合
が
少
し
高
い
。だ
が
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
も
地
域
に
よ
っ
て

後
継
者
の
有
無
は
異
な
っ
て
い
る
。同

居
後
継
者
が
い
る
割
合
が
最
も
高
い
の

表１　農業経営体および農家の動向（実数および増減率）

表２　オホーツク地域における経営耕地規模別・農業経営体の割合（2015年）
単位（％）

単位（戸）
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は
斜
網
農
業
地
域
で
三
〇
・
九
％
で
あ

る
。逆
に
後
継
者
が
い
な
い
割
合
が
最

も
高
い
の
は
東
紋
農
業
地
域
で
七
三
・

七
％
で
あ
る
。

　

次
に
、新
規
就
農
者
の
動
向
を
見
て

み
よ
う
。

　

新
規
就
農
は
そ
の
就
農
プ
ロ
セ
ス
に

よ
っ
て
、農
家
子
弟
に
よ
る
就
農
と
非

農
家
出
身
者
に
よ
る
新
規
参
入
に
大
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。農
家
子
弟
に
よ

る
就
農
は
、新
規
学
卒
就
農
と
、い
っ
た

ん
農
業
以
外
の
仕
事
を
経
て
就
農
す
る

Ｕ
タ
ー
ン
就
農
に
分
か
れ
る
。

　

非
農
家
出
身
者
に
よ
る
新
規
参
入
に

つ
い
て
は
、「
第
三
者
農
業
経
営
継
承
」

と
い
っ
て
、移
譲
を
希
望
す
る
農
家
の

農
地
・
施
設
・
機
械
な
ど
の
有
形
資
産
と

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
無
形
資
産
を
、

家
族
以
外
の
継
承
希
望
者
に
、受
け
渡

し
て
経
営
を
継
承
す
る
手
法
が
あ
る
。

　

ま
た
、農
業
生
産
法
人
へ
の
社
員
・
従

業
員
と
し
て
の
就
職
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。全
国
に
よ
る「
新
規
就
農
調
査
」に

よ
れ
ば
、新
規
雇
用
就
農
者
と
し
て
増

加
傾
向
に
あ
る
。こ
う
し
た
第
三
者
経

営
継
承
、ま
た
は
農
業
生
産
法
人
な
ど

へ
の
新
規
雇
用
就
農
は
、農
家
以
外
の

非
農
家
出
身
者
が
農
業
を
始
め
る
仕
組

み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

図
3
に
、新
規
就
農
者
の
動
向
を
示

し
た
。オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
は
、二
〇
〇

五
年
以
降
の
動
向
と
し
て
は
新
規
学
卒

就
農
者
と
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。一
方
、非
農
家
出
身
者
に
よ
る

新
規
参
入
者
は
横
ば
い
、も
し
く
は
、微

増
と
な
っ
て
お
り
、就
農
者
全
体
の
中

で
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
、大
規
模
な
家

族
農
業
経
営
が
大
層
を
占
め
て
い
る
が
、

家
族
農
業
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
に

も
一
定
の
限
界
が
あ
る
。い
ま
や
新
規

参
入
者
の
受
け
入
れ
も
含
め
て
、地
域

農
業
を
維
持
・
継
承
す
る
仕
組
み
の
整

備
が
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、地
域
の
農
家

を
は
じ
め
と
し
て
農
業
を
取
り
巻
く
関

係
各
機
関
に
よ
る
連
携
に
よ
り
、多
様

な
農
業
の
担
い
手
育
成
に
向
け
た
準
備

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
新
規
参
入
・
就
農
の
可
能
性

　

東
京
農
大
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で

経
験
し
、普
段
見
て
い
る
の
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
地
方
の
中
で
も
網
走
を
中
心
と
し

た
斜
網
地
域
の
畑
作
や
酪
農
が
多
い
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
家
族
経
営
を
中

心
に
大
型
機
械
を
所
有
し
て
大
規
模
に

経
営
展
開
し
て
い
る
経
営
体
が
多
く
、

よ
そ
者
が
新
規
で
入
り
込
め
る
可
能
性

は
ほ
と
ん
ど
な
さ
そ
う
に
見
え
る
。実

際
、こ
れ
ら
の
地
域
で
は
既
存
の
農
家

の
規
模
拡
大
意
欲
が
強
く
、仮
に
離
農

等
で
農
地
が
売
り
に
出
さ
れ
て
も
、新

規
参
入
者
に
農
地
が
回
っ
て
来
る
可
能

性
は
低
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
多
様

で
あ
る
。津
別
や
置
戸
、遠
軽
と
い
っ
た

山
間
部
に
近
い
地
域
や
紋
別
地
方
な
ど

で
は
後
継
者
が
少
な
く
、離
農
が
進
ん

だ
結
果
、既
存
農
家
の
規
模
拡
大
は
限

界
に
近
づ
い
て
い
る
。人
口
減
少
が
著

し
い
集
落
の
維
持
の
た
め
に
も
、新
規

参
入
者
を
積
極
的
に
募
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。ま
た
特
に
西
紋
・
東
紋
地
域

で
は
地
域
の
主
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
業

を
守
る
観
点
か
ら
も
酪
農
へ
の
新
規
参

入
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
新
規
参
入
を

し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
る
可
能
性
は
高

い
と
言
え
る
。

　

新
規
参
入
や
就
農
の
仕
方
に
は
多
様

な
ル
ー
ト
が
あ
り
、独
立
就
農
の
他
に

も
、大
規
模
農
業
法
人
へ
の
就
職
、酪
農

ヘ
ル
パ
ー（
酪
農
作
業
の
請
負
組
織
）や

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー（
畑
作
業
請
負
組
織
）

へ
の
就
職
な
ど
の
道
も
あ
る
。

　
新
規
就
農
に
多
様
な
ル
ー
ト

　

将
来
の
独
立
就
農
を
目
指
す
人
で
も
、

ま
ず
は
農
業
法
人
や
ヘ
ル
パ
ー
組
織
に

就
職
し
た
り
、農
業
関
連
産
業
に
就
職

し
て
地
域
の
情
報
収
集
や
農
業
に
関
す

る
知
識
の
習
得
、新
規
参
入
に
必
要
な

自
己
資
金
を
蓄
積
し
た
り
す
る
方
法
も

あ
る
。ま
た
、農
業
経
営
は
一
人
で
は
困

難
な
の
で
、準
備
期
間
中
に
、一
緒
に
農

業
を
や
っ
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見

つ
け
る
の
も
大
切
か
と
思
わ
れ
る
。

　

酪
農
や
畑
作
な
ど
で
大
規
模
経
営
に

参
入
す
る
場
合
、居
抜
き（
第
三
者
継

承
）で
取
得
す
る
の
が
現
実
的
な
方
法

で
あ
る
。こ
の
場
合
最
も
一
般
的
な
パ

タ
ー
ン
は
資
産
移
譲
者
の
農
家
の
元
で

二
～
三
年
間
実
地
研
修
を
受
け
た
後
に

資
産
譲
渡
を
受
け
て
就
農
す
る
と
い
う

流
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
研
修
期
間
中
に
資
産
譲
渡
の
条

件
な
ど
を
双
方
の
話
し
合
い
の
下
に
決

め
る
こ
と
と
な
る
が
、移
譲
者
た
る
親

方
と
就
農
希
望
者
と
の
感
情
的
な
衝
突

な
ど
が
あ
っ
て
不
仲
と
な
っ
た
り
、資

産
譲
渡
価
額
な
ど
の
条
件
面
で
折
り
合

い
が
つ
か
ず
に
話
が
ご
破
算
と
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

研
修
期
間
中
の
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
、役
場
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の

中
立
的
な
第
三
者
に
間
に
入
っ
て
も
ら

い
、移
譲
者
と
就
農
希
望
者
と
の
間
で

資
産
譲
渡
の
条
件
に
つ
い
て
よ
く
話
し

合
っ
て
書
面
で
し
っ
か
り
と
契
約
を
締

結
し
て
お
く
の
が
望
ま
し
い
。

　

ま
た
、移
譲
者
と
の
対
立
を
避
け
る

た
め
に
は
移
譲
者
の
下
で
長
期
間
研
修

を
受
け
る
よ
り
は
、大
規
模
農
業
法
人

や
美
幌
町
の
み
ら
い
農
業
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
機
関
で
の
研
修
や
実
務
を
こ
な
す

な
か
で
技
術
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け



18　AFCフォーラム 2019・8

Report on research

る
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
な
研
修
や
実
務
を

行
え
る
場
が
地
域
内
に
無
い
場
合
は
移

譲
者
の
元
で
実
地
研
修
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
が
、こ
の
場
合
で
も
両
者
の
仲

を
親
身
に
調
整
し
て
く
れ
る
中
立
的
な

立
場
の
支
援
者（
例
え
ば
役
場
、Ｊ
Ａ
、

指
導
農
業
士
な
ど
）が
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　
情
報
収
集
の
ポ
イ
ン
ト

　

一
方
、独
立
し
て
の
新
規
参
入
は
一

種
の
起
業
で
あ
り
、自
分
で
考
え
て
積

極
的
に
動
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

創
意
工
夫
が
必
要
で
、結
果
は
全
て
自

己
責
任
で
あ
る
と
い
う
気
概
が
求
め
ら

れ
る
。農
業
は
体
力
を
使
う
仕
事
だ
。ま

ず
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
短
期
体
験

制
度
な
ど
で
実
際
に
体
験
し
て
み
て
自

分
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、参
入
を
決
め
た
ら
、情
報

収
集
が
必
要
と
な
る
。例
え
ば
北
海
道

農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
各
市
町
村
の
制
度
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。札
幌
の
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
で
直
接
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、北
見
市
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
農
協
連
で
も
各
地
域
の
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る（
表
3
）。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
参
考
に
、参
入
を

希
望
す
る
地
域
の
当
た
り
を
つ
け
た
ら
、

現
地
の
市
町
村（
地
域
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
な
ど
）を
訪
問
し
て
相
談
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。実
際
に
現
地
を
見

て
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
話
を
聞
い
た
上
で
、

判
断
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、市
町
村
の
担
い
手
育
成

セ
ン
タ
ー
に
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
し

て
、親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
地

域
の
農
業
者
を
見
つ
け
、よ
い
支
援
者

を
得
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
農
業
大
学 

生
物
産
業
学
部

准
教
授
　
菅
原 

優
・

日
本
公
庫
　
北
見
支
店
）

（年）

表3　新規就農者支援の一例（2018年6月現在）
斜網農業地域

津別町 農地借地料一部補助 最長3年間、借地料の4分の一を補助
農業固定資産税補助 最長3年間、固定資産税相当額を補助

北見農業地域

訓子府町 就農支援助成 年間50万円（2年間）交付、運転資金 月額5万円の補助
農地借地料一部補助 最長5年間、借地料の2分の一以内を補助

東紋農業地域

湧別町 借地・リース料等一部補助 最長5年間、借上料最大1,000万円補助
研修期間の助成 月額20万円（夫婦）補助

西紋農業地域

興部町　北オホーツク農協 就農奨励金 就農時に200万円を交付
研修期間の助成 月額33万円（夫婦）補助

【
調
査
概
要
】

⃝

実
施
期
間

　

二
〇
一
八
年
八
～
一
一
月

⃝

調
査
対
象

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
新
規
就
農
者
や
新
規
就

農
を
支
援
す
る
農
業
者
・
関
係
機
関 

計
三
三

先

⃝

調
査
方
法

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

※『
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
新
規
就
農
を
目
指
す
若
者
た

ち
へ
』よ
り
、一
部
抜
粋
し
再
録
し
ま
し
た
。

　

冊
子
を
ご
希
望
の
方
は
編
集
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

資料：農林水産省「農業センサス」2015年

同居後継者がいる 他出後継者がいる 後継者がいない

資料：オホーツク総合振興局農務課調べ

図3　オホーツク地域における新規就農者の動向
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図2　販売農家における農業後継者の有無（2015年）

80.0
70.0
60.0
50.0
40.0 

20.0 
30.0 

10.0 
0.0 

（％）

北海道 オホーツク地域 斜網農業地域 北見農業地域 東紋農業地域 西紋農業地域

62.7

30.9

6.3

66.3

27.3

6.5

70.9

21.4

7.7

69.2

23.8

7.0

73.7

21.4

5.0

65.8

26.7

7.6

63 64
58 55 5451

50

50

32 36

2622

44

3133

4149
4043

39

4 4 4 5 3 3 3 5 6
11

2

58

39


